
第 12回ヘルシーキャンパスフォーラム 

開催報告（案） 
 

◎対面式に戻るイベント運営が多い中、全国から視聴頂けるようハイブリッド

方式で開催し、京都から全国への輪はさらに広がり 33 大学・3 団体に参加申

込み頂き、当日は 209 名（対面：149 名、オンライン 60 名）の学生・教職員

等に参加頂きました。 

◎メインイベントであるウォーキングチャレンジ企画では、全国の仲間ととも

に歩いた歩数は 10 億 63 万 7,417 歩で、これは月と地球の往復距離の 104.2％

になり、目標を達成しました！！ 

 （京都のみでも、参加者合計歩数：41 億 330 万 6,743 歩となり、月までの往

路の 86.1％を達成しました。）  

 

2023 年 12 月 17 日（日）に立命館大学衣笠キャンパス研心館 402 教室をメイン会場とし

て、ハイブリッド方式で開催しました。 

はじめに当番校を代表して、立命館

大学 伊坂忠夫副学長挨拶（代読：田原

学生部副部長）、続いて共催団体を代

表して、京都市保健福祉局健康長寿の

まち・京都推進担当局長 谷利康樹様

よりご挨拶を頂きました。 

 

【ヘルシーキャンパス報告】 

2018 年のヘルシーキャンパス京都ネットワーク結成以来、京都から全国にヘルシーキャ

ンパス運動を広げることを目標として取組んできました。今回は、新たに京都産業大学、滋

賀大学に発表頂きました。着実にヘルシーキャンパスの広がりを実感することが出来まし

た。 

   



 

【学生の健康づくり報告】 

学生の健康作り活動報告では、地域での健康増進活動支援、食品ロス削減、食育イベント

活動、HPV ワクチンのキャッチアップ接種の取組み、禁煙教育等、多様な活動が報告され、

「若者に HPV ワクチンについて広く発信する会 Vcan」（滋賀医科大学）が１位を獲得しま

した。 

 学生発表団体によるパネルディスカッションでは、メンバーの確保や財政上での課題を、

学生間での創意工夫で乗り越え、学生が元気よく、フレッシュな感性を活かしながら取組ん

でいる状況を聴くことができ、運営スタッフも励まされ、感動を得ることの出来た 1 日と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

↑パネルディスカッション           ↑最優秀賞（滋賀医科大学・Vcan）                     

 

【2023 ウォーキングチャレンジ実施報告】 

 

立命館大学 小林大介 准教授より、11 月に開催しましたウォーキングチャレンジの取組

み状況について報告しました。 

（京都での取組み） 

参加者はこれまでの最大となる 2,023 人、平均歩数も 6,810 歩と頑張りましたが、総歩数

は 413,306,743 歩、到達率は 86.1％と、惜しくも月への到達（往路）は果たせませんでし

た。（昨年度は、京都のみでは、参加者合計歩数：351,268,793 歩。達成率：73.2％） 

 

（全国での取組み） 

この間の全国展開を行ってきた成果としては、ウォーキングチャレンジには 39 の大学・



企業・団体が参加し過去最多となりました。また全期間中、全員で歩いた歩数はなん

1,000,637,417 歩となり、月と地球の往復距離では 104.2％と、素晴らしい成果を収めるこ

とができました。2023 年に実施したウォーキングチャレンジへの申し込み総人数は 4,772

名となり、こちらも過去最高を記録することができました。 

 

【講演会】 

関西学院大学 経済学部 黒川博文准教授より、行動経

済学でのナッジ理論（経済的なインセンティブや行動の

強制をせず、行動変容を促す戦略・手法）を健康に関する

取組みにどう活用できるかについて講演頂きました。 

 

 

【学生スタッフ企画】 

学生スタッフ企画「健康川柳」では、インパクト・共感性・独創性から「階段を 見たら

ラッキー 無料ジム 」が１位に選ばれました。 

 

全国的に、新型コロナウイルス感染症終息に伴い対面式でのイベント開催が多くなる中、

全国から視聴頂けるようハイブリッド方式で実施しました。今年はさらに 32 を超える大

学・団体と連携して企画を開催できたことはたいへんな喜びです。 

今回は、司会を全面的に学生スタッフに委ねましたが、立派に勤めて頂きました。発表者

の学生団体によるパネルディスカッションをはじめて行いましたが、いずれの団体もメン

バー確保の問題や財政面での課題をかかえつつも、意欲的に学生間で創意工夫をしながら

乗り越えようとする姿勢に、私たち実行委員会スタッフも感動し、また励まされました。発

表学生から、他の学生団体の発表等を見て刺激を受けたことや、悩みも共有できたことも良

かったという感想も頂きました。当日会場でも要望があったように、学生団体間でコラボ出

来ればさらに素晴らしいと思います。 

私たち、ヘルシーキャンパスフォーラム実行委員会は、「大学の主人公である学生」を支

援し、成長の場を提供すべく、次年度以降もスケールアップできるよう頑張っていきたいと

考えております。 

 



 

※では、最後に 4 年ぶりでマスクなしの集合写真です。 

 

 

 

 

 

以上 

※1 参加申込み大学・団体一欄（申込順） 

関西学院大学 

岐阜大学 

京都看護大学 

京都産業大学 

京都女子大学 

京都女子大学大学院 

京都大学 

京都府立医大 

敬愛大学 

甲南大学 

高知大学 

産業能率大学 

滋賀医科大学 

滋賀県健康寿命推進課 

滋賀大学 

実践女子大学 

千葉工業大学 

全国大学生活協同組合連合会 

早稲田大学 

大阪大学 

電気通信大学 

島根大学 

東京外国語大学 

東京大学消費生活協同組合 

東京理科大学 

同志社大学 

日本工業大学 



姫路獨協大学 

福島県立医科大学 

文教大学 

法政大学 

理科大学 

立命館大学 

佛教大学 

獨協大学 

福岡工業大学 

以上 


